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ギッチ一･ガミ-の岸辺
-トーマス･モーランと『ハイアワサの歌』の風景-
帝　人　要　仁
は　じ　め　に
かつて論じたように､ 19世紀アメリカの国民的詩人-ンリー･ワズワース･ロングフェローの物語詩
『ハイアワサの歌』 (1855)は､先住アメリカ･インディアンの伝説と白人アメリカの歴史とをつなぎあ
わせた物語になっていた｡歴史や伝統に乏しいアメリカに生まれた作家が､アメリカにふさわしい叙事
詩を作ろうと工夫した作品だった｡刊行直後からベストセラーになり､ ｢センセーション｣や｢フィー
クロモリソグヲフ
ヴァ-｣を引きおこしただけでなく､カリア一･アンド･アイヴズの多色石版画やチェコの作曲家ドヴ
ォルザークの訪米中の作品『新世界より』 (1893)など､美術から音楽まで､大衆文化から本格的芸術ま
で､多くの文化に影響を与えていた｡l
本稿では､ 『ハイアワサの歌』が与えた影響のうち､ 19世紀後半のアメリカ画壇を代表する風景画家
トーマス･モーランの一連の単彩画(washdrawings)を紹介して論じたい｡2その最大の理由は､これらの
単彩画の存在は知られていたものの､これまで詳しく論じられたことがなかったからである｡
先行研究を紹介しておこう｡まず､ 『ハイアワサの歌』の美術的影響を論じた二編の研究が存在する｡
ひとつは､リーナ･N･コ-エンの｢ロングフェロー､ハイアワサ､そして19世紀アメリカの画家たち｣
(1982)である｡3これは『ハイアワサの歌』による影響だけでなく､ロングフェローが執筆時に参照した
ジョージ･キヤトリンなどの美術作品から説きはじめ､ジョン･ケンセット､モーラン､フレデリック･
t帝人要仁｢過去と現在のあいだ-『ハイアワサの歌』における現実と空想-｣ 『国際文化研究科論集』16 (2008): 43-58.
2 washdrawingとは単色淡彩の水彩画のことである.しばしば墨(indiaink)が使われるので｢墨絵｣と訳されることも
多いが､本箱では｢単彩画｣という､あまり広く使われていない用静を使いたい｡墨絵という言葉は東アジアの水墨
画を連想させてしまいがちだからである｡なお､グリザイユ(griSaille)という類似した画法がある｡同じくモノクロー
ムの絵画であるが､自給具をまぜてグレーの濃淡を作りだす点が単彩画と異なる｡
3 Rend N. Coen, …Longfe]low, Hiawatha and Some 19thCenturyAmerican Painters,''in Papers Presented at the Londellow
Commemorative CoTl/eTlenCe, COOrdinated by the Na暮ionaJ Park Service (Washington: The National Park Service, 1982), pp.
69191.なお､コ-エンは､これらの単彩画が｢銅彫版｣ (stccl engraving)制作のためだったとしているが､正しくは
エッチング制作のためである｡
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レミントン､そしてトーマス･イ-キンズらが『ハイアワサの歌』を主題にして描いた作品を論じた研
究である｡そのなかでモーランは『ハイアワサの歌』をもっとも利用した画家として最大の紙幅がさか
スビリット
れ､油絵『インディアンの悪霊』 (1869)と同『荒々しく赤い太陽が沈んで』 (1875)が詳しく論じられて
いるが､単彩画のシリーズに関しては｢一連のハイアワサのイラストレーション｣を企図したと言及す
るのみで､その具体的な論考がまったくなかった｡
もう一編は､シンシア･D･ニッカーソンによる｢-ンリー･ワズワース･ロングフェローの『ハイ
アワサの歌』の美術的解釈､ 1855-1900｣という研究(1984)である｡4これは､カリア一･アンド･アイ
クE7モリソグラフ
ヴズの多色石版画から説きはじめ､アルバート･ビアスタット､モーラン､彫刻家エドモニアリレイス､
イラストレーターのF･0･C･ダーリー､フレデリック･レミントンなどが『ハイアワサの歌』を主題
にして制作した作品を論じている｡これらの名前から分かるように､ニッカーソンは絵画だけでなく､
大衆美術や彫刻も射程に入れている｡そのうちモーランは､ハイアワサの｢もっとも多作｣な画家とし
て5ページにわたって論じられ､上述のコ-エンが紹介した『インディアンの悪霊』や『荒々しく赤い
太陽が沈んで』だけでなく､油絵『ハイアワサと大蛇キナピーク』 (1868)も加えて考察されている｡さ
らに､本稿で論じる単彩画の連作に言及したうえ､とくに｢ポー･パッ･キーウイスの死｣を図版とし
てあげて紹介していた｡これは､この単彩画シリーズの一部が論文のなかで複製された最初の例であろ
う｡ただし､残りの単彩画については論じられていなかった｡
J･グレイ･スウイ-ニー編『ミシガンの画家たち』もモーランの単彩画シリーズに言及している｡5こ
れは1987年に開かれた展発会のカタログであるが､このなかでスペリオル湖を措いたモーランの作品､
たとえば上述の『インディアンの悪豊』や『荒々しく赤い太陽が沈んで』､ 『ハイアワサと大蛇キナピー
ク』が取り上げられていた｡さらに､単彩画のなかから｢白い顔の到来｣が図版とともに紹介されてい
る｡論考そのものは短いものの､図版がかかげられていて貴重だ｡
なお､モーラン研究のなかでは､サーマン･ウイルキンズによる標準的伝記『トーマス･モーラン』
(初版1966;増補改訂版1998)が､この単彩画シリーズ制作の経緯を簡潔に紹介している｡6同様に､ジョニ
ー･L･キンジーの新しいモーラン伝『トーマス･モーランの西部』 (2006)も､イラストレーターとして
の活動を示すこのシリーズに言及し､そのなかから｢暗黒潮｣を図版に掲げている｡7管見に入ったかぎ
. Cyndlia D. Nickerson, "ATtistic hterpretations of Henry Wdsworth Longfellow's The Song ofHiawaLha, 1 855-1900," The
American A't.louma1 16 (Summer, 1984): 49-77.なお､ニッカーソンは､ 『ハイアワサと大蛇キナピーク』の制作年を
1867年としているが､後述するように､正しくは1868年である｡またニッカーソンは､ 2年前に発表されていたコ
-エンの研究を参照できなかったようだ｡言及がない｡
5 J. Gray Sweeney, ed., ArtzsLs ofMichLgm.qom the Nineteenth Ce血ヴ(Muskegon, Michigan: Muskegon Museum of ATE,
1987).
6 Thurman Wilkins, Tho〝∽s Moron, revised enlarged ed., OiormzLn: University ofOklahoma Press, 1988), p. 72.
7 Joni L KirLSey, Tho〝∽s Moran女Wes1位awence: University Press ofKaJISaS, 1996), p. 53.
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りでは､単彩画シリーズの中から図版を掲載したのは､上記のスウイ-ニーとニッカーソン､そしてこ
のキンジーだけである｡けれども驚くべきことに､キンジーはこの単彩画｢暗黒湖｣を､別の作品であ
る｢月から落ちるノコミス｣というタイトルで紹介していた｡しかも､その大きな錯誤が誰にも指摘さ
れていない｡これは､モーラン研究者たちが､モーランの作品とそれが主題とする文学作品とを照らし
合わせていないからであろう｡ロングフェローを愛読した19世紀の読者であれば､ ｢暗黒湖｣のイラス
トレーションと｢月から落ちるノコミス｣のそれとを混同することはなかったはずである｡
そこで本稿では､モーランの『ハイアワサの歌』単彩画連作のうち､存在が確謬できた17枚をとりあ
げ､それらを原詩と照らしあわせながら､その特徴と意義を論じたい｡そのさい､モーランがこれらの
単彩画制作の前に記したと思われる自筆メモなども利用する｡8以下に論じるように､モーランは『ハイ
アワサの歌』の､知恵と冒険と奇跡に満ちた叙事詩としての物語よりも､それらの物語が起こる舞台と
なった自然界の景色に興味をひかれていた｡インディアンの過去やその文化にアメリカの起源を兄いだ
したのではなく､インディアンが生活した自然の景観にアメリカの起源と特徴を兄いだしたのである｡
トーマス･モーランとそのハイアワサ連作
モーランの伝記を紹介しておこう｡9トーマス･モーランは1837年､綿織物で知られるイギリスのラン
カシャーに生まれる｡父は手織機の職人だった｡家族には､のちに海や船を措いた画家として知られる
ようになる兄エドワードと､同じく家畜を題材にした版画で成功する弟ピーターがいた｡産業革命のあ
おりを受けて失業した父は､家族を引きつれアメリカ-渡り､フィラデルフィアの郊外ケンジントンに
こぐち
居を構える｡モ-ランが7歳のことであった｡モーランは中学校を終えると､木口木版術を学びはじめ
ウッド･エングレイグィング
る｡かつて論じたように､ 19世紀中期のアメリカは木口木版画が隆盛期を迎え､イラストレーター
の活躍が顕著になるところだった｡10けれどもモーランは木版画にあきたらない｡11まもなく兄と同じよ
8これらの一次資料の開発は､ワシントンにあるスミソニアン箪笥常套アメリカ美術アーカイブに所載されている
資料のうち､オクラホマ州タルサのギルクリース博物館のア-カイヴ資料を撮影したマイクロフィルム､およびニュ
ーヨーク州イースト･ハンプトンのイースト･ハンプトン図書館のア-カイヴ資料を撮影したマイクロフィルムを利
用した｡ Thomas Moraれ Papers 1870-1947, Rcc1 2772, Smiths仇ian Archiyes ofAmericanATt; and Thomas Moraれ Papers
187011940, Ree一 N-TMl, SmithsoniaJI Archiyes of American Art.本稿では以後､前者を引用する場合､ギルクリース博物
館のカタログ番号を明示する｡なお､その資料について不明な点は､ギルクリース博物館の学芸員キャロル･クライ
ンから教示をえた｡
9モーランの伝記に関しては､前掲ウイルキンズの『トーマス･モーラン』などを参照した｡
10帝人要仁r挿絵のなかのエヴァンジェリンたち｣ 『国際文化研究科論集』 15 (2007): Ll‡.
11ただし後述するように､モーランが､当時の多くの画家たちと同様､晩年までイラストレーターの仕事も続けてい
たことには注意する必要がある｡イラストレーターとしてのモーランに関しては､たとえば､T VictoriaHansen, "Thomas
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うに本格的画業を志し､ペンシルヴァニアの森をスケッチして歩いた｡
1860年､ 22歳のモーランは､五大湖のひとつスペリオル湖の南岸を旅する｡そこは､わずか5年前､
〆レイト･シー･ク*-･タ-･
ロングフェローが『ハイアワサの歌』のなかで｢ギッチ一･ガミ-､大　洋　湖｣と呼んだ湖だっ
た｡たしかに､このスケッチ旅行が『ハイアワサの歌』に誘発されたものであったことを示す直接の証
言は残されていない｡現地から後の妻メアリー･テモ-送られた書簡をみても､そこにはハイアワサに
対する言及はみられなかった｡12けれども､この旅行が『ハイアワサの歌』を意識したものであったこ
とは明らかである｡なぜなら､モーランは旅行から帰ると､その風景を使ってハイアワサのイラストレ
ーションをデッサンしているからである｡13モーランはスペリオル湖南岸が『ハイアワサの歌』の主要
な舞台のひとつであることをよく知っていたのである｡
モーランは『ハイアワサの歌』だけでなく､アンダーソンも指摘するように､この詩の後注に紹介さ
れていたジョン･ウェルズ･フォスターらによる『スペリオル潮地域の地質報告書』 (1851づ2)を読んで
いたのだろう｡その報告書には､画家たちの魂を鼓舞する､次のような言辞があった｡ ｢私たちが知る
かぎり､我が国の画家たちは､だれひとりこの地を訪れていない｡どの土地にもみられぬ魅力的なこの
風景を描いて世界に示した者がいないのである｡画家の鉛筆にふさわしいものとして､これ以上のもの
を想起することはほとんどできない｡｣14この報告書を読んでいたとすれば､モーランがこの地の景色に
大きなチャンスを見出したことは想像に難くない｡じじつモーランはさっそく翌年､このときのスケッ
チにもとづく二点の油絵をペンシルヴァニア美術アカデミーの展発会に出展した｡15 ｢どの土地にもみ
られぬ魅力的なこの風景を描いて｣世に間おうとする若き画家の意欲を感じとるべきであろう｡
1862年､モーランは兄とともにイギリス-渡り､私淑するイギリスの風景画家J･M･W･ターナーの
実作晶に触れ､それらを模写しながら研鍵を積む｡ 1866年にはふたたびヨーロッパ-赴き､イタリアや
フランスをめぐった｡このときにしばしば措いた水辺の風景は彼の得意な主題のひとつになる｡現在で
は､もっぱらイエローストーンなど､アメリカ西部の地質的景観を措いた画家として知られるモーラン
だが､スペリオル湖やヴェニスなど､水辺の風景も好んで措いていたことはもっと記憶されていい｡ア
メリカに帰国後､モーランは後述する『ハイアワサと大蛇』 (1868)に取りくむ｡さらに翌1869年には『イ
Moran aJld Nineteenth-century Printmaking," in 7触P'mLs of Thomas Mwan, ed.血me Mora･1d and NaJICy Friese (Tulsa,
oklahoma: Thomas Gi)crease MuseumAssociation, 1986), pp. 1 3-20; and Joni L Kinsey, "Moran and the Art of Publishing," in
Thomas Moron, ed. Nancy KAnderson (W貼hington: NationaJ Gallery of Art, 1997), pp 300-21を参乱
12 Thomas Moran to Mary Nimmo, 9Angust 1860, in Home ThoughLsbom Afar: Lette,s of Thoms Moron Eo Mary Nimmo
Mwan, ed.Any 0. Bassford and Fritiof Fryxell (East HaJnptOn, New York･ East Hampton Free Library, 1 967), pp･ 23-24･
1ユ第9歌｢ハイアワサとパール･フェザー｣の一場面を描いたこのデッサンは､上記の書簡集『遠くにありて抱く郷
愁』のなかに図版として掲載されている｡ Bassford and Fryxe)1, p･ 21･
L4 Quoted in Nancy K,Anderson, cd., Thomas Moron (W由himgton: National Ga)lery ofATt, 1997), pl 27･
15 wilkins,p. 33.この二点は現在､所在不明である｡
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ンディアンの悪霊』を制作している｡
モーランが地質調査隊に加わってイエローストーンをはじめて目にしたのは1871年だった｡水彩絵具
を使って多数のスケッチを描き､東部に戻るやそれらを完成させた｡そのひとつが油絵『イエロースト
キヤズム
ーン大峡谷』(lS72)だった｡二年後にはグランド･キヤニオンを旅し､油絵『コロラド川の地溝』(1873-74)
を制作する｡この二作はそれぞれ一万ドルで連邦政府に買いあげられるという栄誉に浴した｡さらに､
1874年には､雪が大きな十字架の形になって山頂付近に残ったコロラドの山を自分の目で確認し､翌1875
年､油絵『十字架の山』を完成させる｡これは､アメリカ独立100年を記念するフィラデルフィア万国
博発会(1876)に出品され､好評を博した｡16これらの三作がモーランの代表作といっていいだろう｡
このように､イエローストーンやグランド･キヤニオンという､他に置きかえようのない主題を得て
いたにもかかわらず､ 1875年､モーランはふたたび『ハイアワサの歌』に帰ってきた｡すなわち､ 『ハ
ボ-トフ*リオ
イアワサの歌』の画集出版を計画するのである｡これは､ 25枚のエッチングからなる版画集を企図し
たものだった｡17モーランが下絵を描き､エッチング制作は弟ピーターに依頼｡しかも､刊行を出版社
に委ねるのではなく､みずから版元として出版しようとした｡そのために必要な資本は購入予約者から
集めた｡これは19世紀にはしばしば行われていた手法だった｡
ヨーロッパに端を発したエッチング･リグァイヴァルと呼ばれるエッチングの再流行が､ちょうどア
メリカでも始まろうとしていた｡18ぉそらく､モーランは､そのような時代の潮流だけでなく､エッチ
クロモリソグヲフ
ングが多色石版画などよりも高価に取引されていたことも考慮したのだろう｡たとえば､モーランのエ
ッチング『ヴェニスの水門』 (1888)は､和鰍こ摺られたものが一枚45ドル､羊皮紙に摺られたものは一
枚75ドルで売ることができた｡それに対して､多色石版画はあの『イエローストーン』 (1876)に集めら
れた作品でも､一枚あたりわずか1.5ドルだった｡19
モーランはエッチングの下絵になる単彩画の制作に励んだ｡それらは単なる下絵にとどまらず､以下
に論ずるように､単独の作品とみなしうる力作だった｡翌1876年12月の新開記事には､ ｢イラストレ-
L6なおロングフェローは､妻ファニーの死(1861)を忘れられない思いをうたった辞｢雪の十字架｣ (執筆1879)のな
かで､ ｢斜面に雪の十字架｣をいただいた｢遠い西部の山｣に言及している｡これは詩人がモーランの絵をじっさい
に万国博覧会で見ていたからかもしれない｡ロングフェローがこの油絵を見ていたという記録はないが､少なくとも
同博発会を見学していたことはその日誌に記載がある｡ Quoted in Samuel Longfellow, ed･, LLfe of HenヮWadsworLh
Londellow (1887; Boston: Houghton, Mifnin and Company, 1891), 3: 2611
17 Thomas Moran, "0)d Book of Lists,''n. d., Collection, GilcreasをMuseum, Tulsa, Okalahoma (4026.4048)･この文書は､モー
ラン自身が1863年8月から1868年11月までの初期作品42点に番号を付け､その他の作品を加えながら､それらの
オ■-バス
概要を記録した､いわゆる｢作品リスト｣のことである.現在､このr作品リスト｣は､ NancyAnderson,ed･Thomas
Moron (Washington: National Gallery ofAJt, 1997), pp, 352-56に翻刻されているが､不思蕎なことに､この部分は翻刻さ
れていない｡
18ァメリカのエッチング･リグァイヴァルについては､たとえば､ FrancineTyler, ed.,American EtchL'ngs oftheNineLeenLh
cenLzJry Pew York: Doyer Pub]ica暮ions, 1984)などを参照
H HaJISen, P. 20; aJldAnderson, p. 324
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ションのシリーズをほとんど完成した｣という記事がある020しかし､それはビジネスを意鼓した表向
きの説明だったようだ｡じっさいにはプロジェクトは難渋していた｡同年5月の私信には､ ｢ 『ハイアワ
サ』のエッチングの仕事は停滞している｣と記している｡21そして最終的にこの計画は頓挫してしまっ
た｡その理由は不明だが､ギルクリース博物館に収蔵されている資料を調べてみると､ 187時まで3年
間も単彩画の制作が続けられていたことが分かるJbのの､22それらにもとづくエッチングは一枚も存在
しない｡23頓挫の大きな原因は､エッチングを担当した弟ピーターの側にあったのかもしれない｡24
1884年､モーランはロード･アイランド州に移り､海岸や農村､あるいは新しい都市の風景も描くよ
うになった｡イエローストーンが観光地として人気を集めるようになると､その観光客誘敦の広告にも
一役買っていた｡高齢になっても健康で､ 70代にヨーロッパを旅行するほどだった｡絵画の制作も､ 89
歳で息を引きとる直前まで続けられていた｡
1875年に制作された単彩画
ギルクリース博物館に収蔵されている単彩画を､便宜的にそのカ
タログ番号の順に紹介しよう｡まず､ ｢命の主､ハイアワサ｣と題さ
れた1875年の作品である(図1)｡25岩山とその絶壁が近景から後景-
と続いている｡秀のためだろう､遠くの岩山はかすんでいる｡それ
と対照的に前景左の岩肌は､黒々と措かれ､不気味ですらある｡そ
れらの間の濃淡の差が印象的だ｡中間部の岩山は､その濃淡も中間
的であるが､そのため､その地肌は赦密に描かれ､驚くべき質感を
図1命の主､ハイアワサ　再現している｡遠景の秀におおわれた岩山の上には､ひとりの人物
20 "Fine Arts,''The lhLkpenLhnt, 21 December 1876, p. 51
21 Quoted in Kinsey, Thomas MoranおWesl, p･ 52･
22したがって､ ｢1876年以降は､ハイアワサ主題に対する興味がしぼんだ｣というキンジーの表現は不正確である｡
Kinsey, "Moran and the AJt OfPublishing," p･ 305･
23イースト･ハンプトン図書館のア-カイヴ資料の中に見出すことができた｢トーマス･モーランのエッチング作品
カタログ｣という､モーラン自隼の資料は､ 1858年からS‡年までのエッチング作品をリストアップした目録だが､
そのなかに『ハイアワサの歌』作品はない｡ Thomas Moran, "Catalogue ofEtchcd Work of Thomas MoraJl," n. d･, Thomas
Moran Papers 1 870-1940, Reel N-TM 1 , Smithsoniam AEChiycs ofAmCrican Ar(･
24ただし､イースト･ハンプトン図書館のア-カイヴ資料に収められた『ビーター･モーランのエッチング作品カタ
ログ』をみると､ ｢ハイアワサのイラストレーション､トーマス･モーランの下絵による｣という作品が一枚だけ記
録されている｡この作品の詳細は不明. Frederick Keppel, CaLalogzLe 0/Lhe ELched Work ofPete, Moron OVew York: Frederick
KeppeI and Company, 1888), p. 12･
25 Thomas Moraれ, "The Master of Life, HiawathaJ'1875, wash drawlng On paper, 43･5 I 3211 cm, Collection, Gilcrease
Museum, Tulsa, Oklahoma (00226.902).
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のシルエットがおぼろげにみえる｡片手を挙げているようだ｡はっきりとは見えぬが､頭には飾りがつ
いているようにも思われる｡遠景の岩山と比べると､この人物の姿はかなり大きい｡
タイトルと照らしあわせて考えれば､これは､ 『ハイアワサの歌』第-歌｢平和のパイプ｣の冒頭で･
｢偉大なる者､ギッチ･マニト-｣が空から赤い岩山-降り､諸部族の首長を集め､平和を説く部分で
スビリット
あろう｡このギッチ･マニト-は｢命の主｣であり｢聖裏｣でもあった｡その足下から水を溢れださ
せるや､指で草原をなぞって､河川を作った｡創世記の神にも似ているが､天地創造とは違い､すでに
諸部族がいて､抗争を続けている｡ギッチ･マニト-は｢右手を伸ばして｣､ ｢兄弟の如くともに生き｣
よと説く｡26
モーランが描いたのは､このギッチ･マニト-がちょうど天から降り立った部分だ｡したがって､ま
だ川も見えず､首長たちの姿も見えない｡けれども､静いの絶えない土地らしく､荒涼とした光景にな
っている｡ギッチ･マニト-が大きく描かれていることにも納得がゆく｡これは人間の姿ではないから
だ｡また岩山を下から見あげるのではなく､横から僻瞭しているところも興味ぶかい｡下から見あげれ
ば､人間と同じ視線になるが､横から水平に見ることによって､ギッチ･マニト-の視線に近い複軌こ
なる｡この絵を見る者は､いわばギッチ･マニト-の目となって､あたりを呼呪するのである｡
モーラン自身のメモ｢ハイアワサのイラストレーションのための引用｣をみると､その最初の項目と
して､このイラストの依拠する部分が引かれていた｡すなわち､ ｢彼､命の主､石切場の/赤き絶壁の
上-降り､ /まっすぐ立ち､諸部族に呼びかけた｣という引用である｡このメモの第一項目が､この第
-のイラストになったのである｡27
ひとつ不可解なことは､イラストのタイトルが｢命の主､ハイアワサ｣となっていることだ｡原詩を
読めば明らかなように､ ｢命の主｣はギッチ･マニト-であって､ハイアワサではない｡ハイアワサは､
ブロフェットデリヴ7ラ-
このギッチ･マニト-がつかわす｢預言者｣､ ｢救済者｣ということになっている｡これはモーランが
誤解しているということなのだろうか｡上述の自筆メモを読めば明らかなように､モーランは『ハイア
ヮサの歌』全体を熟知していた｡したがって､モーランがギッチ･マニト-とハイアワサとを混同した
とは考えにくい｡もしかすると､長詩の努頭をかざるイラストとして､あえて創造神と同一視すること
によって英雄ハイアワサを拡大解釈しようとしたのかもしれない｡
次のイラストレーションは｢月から落ちるノコミス｣と題された作品である(図2)028これはきわめて
26 HcnJy Wadsworth Longfel)ow, "The Song of HiawadlaJ'77ze Poetical Wo,A-/Longellow･ cd･ Horace E･ Scudder (1893,
B｡ston: Houghton Mi瓜n Company, 1975), pp, 115, 116.なお､本稿では以下､ 『ハイアワサの歌』のテクストに言及する
場合､このいわゆるケンブリッジ版を使う｡
27 Thomas Moraれ, -Quotations for Illustrations of Hiawatha,''n･ d･, Thomas Moran Biographical加CoIIection, East Hampton
Library.この資料もこれまで使われたことはない｡
28 Thomas Moraれ, ･ENokomis Falling丘omthe Moon,,'1875, wash drawmg on paper･ 43･1 冗 31･4 cm･ Collection, Gilcrease
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図2　月から落ちるノコミス
幻想的な絵だ｡近景には大草原の草花が描かれていて､それらの緑
のヴァリエーションが濃淡ゆたかに再現されている｡しかも､草花
はかなり近景にあるため､比較的大きい｡風景画家モーランとして
は珍しい草花のズームアップだ｡また､画面の下端から三分の一あ
たりに地平線が確認できるが､その地平線の上には､濃い雲がうね
っていて､上-進むにしたがって空が明るい｡朝焼けか夕焼けであ
ろう｡その空の中央から､女性が下降している｡脚を閉じ､両手を
挙げ､下をみながら､長い髪をたなびかせている｡その姿には､女
性の柔和な動きが表れている｡しかも､つま先を頂点とした逆三角
形のシルエットになっていて､まさに空を突きやぶっているかのよ
うだ｡うすい半透明に描かれているところも幻想感を誘う｡半裸の
ように見え､天女､あるいはギリシャ神話の女神などを思わせる｡
タイトルを考えれば､この女性がノコミスだ｡ノコミスとは､第三歌｢ハイアワサの少年時代｣によ
ると､ある遠い昔の｢たそがれ時｣､満月から｢花満開の大草原の上へ｣落ちてきた美しい女性だった｡
のちに娘ウイノナを産み､このウイノナがハイアワサの母になる｡すなわちノコミスはハイアワサの祖
母であって､本作晶は､第三歌の冒頭を措いたイラストレーションということになる｡29なお､自筆メ
モには､第三歌のこの冒頭部分の引用は見当たらない｡メモを書い
た時点では､この部分を描く予定はなかったが､のちになって構想
に加えられた作品のようだ｡
三枚目の単彩画は､上述したニッカーソンがかつて掲載した｢ポ
ー･パッ･キーウイスの死｣ (1875)である(図3)｡30これはきわめて劇
的な絵だ｡画面ほぼ中央では､ポー･パッ･キーウイスがまっさかさま
くう
に落下中である｡彼を追うかのように二つの巨石も空を舞っている｡
その下には潮水が白波を立てて荒れ狂っている｡さらに一本の稲妻が､
画面左端から右上45度の角度でひらめく｡舞台は湖岸だが､そこは切
りたった岩山であって､その岩山には大きな穴が貫通している｡その
図3　ポー･/くッ.キーウイスの死　穴の向こうには黒雲が垂れこめた空と遠くの岩山が見える｡一瞬を切
Museum, Tulsa, Ok)ahoma (0226.903).
29 Longfellow, uThe Song ofHiawatha,''FI･ 1 19･
30 Thomas Moraれ, "Dcathof the Pau-Puk-KeewiS," 1875, wash drawing on paper, 43.2 X 32.7 cm, Collection, Gilcrease
Museum, Tulsa, Oklahoma (0226.904).
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りとったイラストであるにもかかわらず､四肢をねじって暴れもがくポー･パッ･キーウイスの姿や､ひ
らめく稲妻､沸きおこる白波がはげしい動きを感じさせる○それだけではなく･上半分を占める岩山の絶
壁の黒と白波の白との対比も印象的だ｡もちろん､大きな穴のあいた岩山の奇観も圧倒的である｡
このイラストレーションに描かれているポー･パッ･キーウイスとは､原詩の第16歌｢ポー･パッ●
キーウイス｣と第17歌｢ポー･パッ･キーウイス狩り｣にうたわれた､博打と悪戯が好きな魔法使いで
ある｡彼は､ハイアワサの留守中､その小屋-忍びこんで暴れ回り｢ひどく滅茶苦茶に｣したo怒り心
頭に発したハイアワサが追いかけると､ポー･パッ･キーウイスはビーバーや黒雁に姿を変えながら逃
げまわる｡そして｢ギッチ一･ガミ- (-スペリオル湖)の岸に沿って/大洋水(-同じくスペリオル
ビクチヤード･ロツクス
潤)を西-走り/岩山の岬の上-出て/湖とあたりを見おろす/砂岩の彩　色　岩-着いた｣o山の
神はポー･パッ･キーウイスをその暗い洞窟-招き入れる○ハイアワサは立ち往生するが､稲妻の神と
雷鳴の神の力を借りて岩山を打ち砕く｡すると絶壁が崩れ落ち･ポー･パッ･キーウイスはその岩に埋
もれて息絶える｡31
すなわち､このイラストレーションは第17歌のクライマックスを措いた作品ということがわかる｡た
しかに､原詩ではポー･パッ･キーウイスは落下せず､岩の下に埋もれて死ぬ｡おそらくモーランは･
巨大な黒雁に化けたポー･パッ･キーウイスが､地面-落下した部分と重ねあわせているのだろうoそ
のときは一命をとりとめたのだが､ポー･パッ･キーウイスにはたしかに墜落という連想がつきまとうo
モーランはその連想を利用したにちがいない｡じっさい､岩に埋もれるより､落下の方がはるかに天罰
を受けたと思わせる死に方だ｡なおモーランの自筆メモにも､原詩のこの部分が引かれている｡32
ここで､彩色岩について論じておこう｡なぜなら､それはモーランが長いあいだ興味を抱いてきた風
ビクチヤード･ロツクス
景だからである｡彩　色　岩とは､スペリオル湖の南岸に10キロ以上に渡ってつづく砂岩丘陵のこと
ナショナル･レイクシヨア
で､現在ではその一帯が国立保養湖岸のひとつに指定されている.この名称は､砂岩が鉄分を含んで
いるので､その表面がさまざまな濃淡の赤に塗られているような色をしているために名づけられた｡湖
水から垂直に肇えたつ高さ60メートルにもおよぶ断崖絶壁だけでなく､波によって浸食形成された洞窟
やアーチも有名だった｡33
すでに述べたごとく､ロングフェローは『ハイアワサの歌』に注を付し､ 『スペリオル湖地域の地質
報告書』から引用することによって､この彩色岩を紹介していた｡ ｢たよりないカヌーに乗って岩山の
下をすすむ旅人にとって､この岩山はつねに恐怖の対象であったo跳ねかえる大波や岩だらけの岸は､
n Longfellow, uThe Song ofHiawatha,n pp. 151･ 154･
32 MoraJl, ``Quotations for Illustrations of Hiawatha･"
33彩色岩については､後述する『オルグイン』社の記事(執筆者不明)を参照したo "The Pictured Rocks 0fLake SuperiorJ'
TheALdme 6 (1873): 10, 14-151
39
東北大学大学院　国際文化研究科論集　第十七号
何マイルにも渡って安全な碇泊場所を与えようとしなかった｡さらに､低くたれ込める空や湧きおこる
風｡これらがすべて旅人の不安をあおり､この恐ろしい岩山を通過するまで､懸命に櫓をこがせるのだ
った｡｣34現在でこそ観光の呼び物になっているこの景観は､かつては見る者を侯然とさせた風景だった
のである｡ハイアワサがその光景にたじろぐことなくポー･パッ･キーウイスを討伐したことは､彼の
勇敢さを物語っているのである｡
モーランは美術誌『オルグイン』に何度か木版画を寄せていたが､この単彩画制作の2年前の1873年1
月号に､彩色岩を描いた三枚の版画を寄せている｡その版画の解説文(執筆者不明)には､彩色岩は｢取
り恐かれた土地｣である､ rというのは､ 『ハイアワサの歌』の舞台がおかれたのがそこだったから｣で
ぁるとされ､その代表として第17歌｢ポー･パッ･キーウイス狩り｣があげられていた｡35すでに彩色
岩の景観が『ハイアワサの歌』､とくにその｢ポー･パッ･キーウイス狩り｣を思い起こさせるもので
あったこ-とがよくわかる｡なお､モーランは同誌の1872年6月号に｢強き男クワシンド｣というイラス
トも寄せている｡36このクワシンドも『ハイアワサの歌』の重要な登場人物であった｡モーランは､こ
の『オルダイン』の仕事を通して､ 『ハイアワサの歌』画集の制作を思いたったのかもしれない｡
四枚目の絵は｢チビアボスの死｣ (1875)である(図4)｡37ひとりのインディアンがカヌーに乗って湖岸
から沖-向かっている｡その視線は斜め後ろに向けら
れているが､なかば天を仰いでいるようにも見える｡
遠くの岩山は黒々と措かれ､黒く垂れこめた雲ととも
にきわめて不吉な遠景だ｡森には朽ちたおれた古木が
横たわる｡画面の左半分を占める前景と､右側に遠く続
く後景が空間の拡がりを感じさせている｡
タイトルにあるチビアボスとはハイアワサの友人の
図4　チビアボスの死　　　　　　楽師で､その死は第15歌｢ハイアワサの哀歌｣に描か
れていた｡それによれば､チビアボスは湖面の氷の上で鹿狩りをしていると､悪童の手にかかってしま
い､深い湖底-引きいれられ溺死する｡ハイアワサは悲嘆にくれたが､ようやく力を取り戻すと､湖底
からチビアボスの蓋を呼び寄せる｡やってきたチビアボスは､死者たちの旅路を照らす火を与えられ､
ふたたび静かに帰ってゆく｡ ｢彼が通っても枝は揺れなかった/彼が踏んでも草は折れなかった｣｡そし
34 Quoted in Longfenow, "The Song ofHiawatha,''p, 667.
35 "The Pictured Rocks of Lake Superior,''p･ 14･
36 Thomas Moran, …Kwasind-the Strong MaJl/'The Judine 5 ( 1 872): 1 09.
】T Thomas Moran, ``The Death of Chibiabos," 1875, wash drawing on paper, 34.9 X 43.8 cm, Col)ection, Gilcrease Museum,
Tulsa, Oklahoma (0226.905).
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て｢石のカヌー｣にのって｢聖者の島｣ -向かう｡38
テクストを照らし合わせてみるなら､モーランのイラストは､このチビアボスが死者の国-帰ってゆ
く場面､すなわち第15歌｢ハイアワサの哀歌｣の最後を描いたイラストレーションであった｡チビアボ
スがカヌーから見ているのは黄泉の国の方向だったのである｡そういえば湖岸は草や低木が繁り､チビ
ァボスがたどってきたはずの小道がみえない｡これもテクストを踏まえてのことだろう｡
ところで､モーランのメモには8番目として､ ｢彼を待って､見えないところに隠れ/彼の足下の不安
定な氷を割った｣とある｡39これは､同じ第15歌の一節であるが､その冒頭の一節､すなわち､悪妻た
ちがチビアボスを滞れさせる場面である｡モーランは当初､このような激しい場面を第15歌のイラスト
にしようとしていたのだった｡ ｢チビアボスの死｣というタイトルもその事情を物語っている｡
次の作品は､上述のキンジーが間違ったタイトルで掲載していた｢暗黒湖｣ (1875)という作品である
(図5)｡40じつに荒涼とした湖岸の風景だ○岸辺の木々はほとんど葉を落とし枯れかけている､枝も乏し
く､幹しか残していない｡湖面には一般のカヌーにイ
ンディアンが仁王立ちしている｡その手には弓を携え､
獲物を探しているかのようだ｡遠景は喬のようにかす
んでよく見えないが､何やら妖気が漂っている｡静か
な湖面も不気味に光っている｡
タイトルの暗黒湖(BlackPitchLake)という言葉は原
詩にはみえない｡おそらく､第9歌｢ハイアワサとパー
図5　時黒潮　　　　　　ル･フェザー｣に現れるBlack Pitch Waterを指すのだろ
う｡ 『ハイアワサの歌』の中では､スペリオル湖(ギッチ一･ガミ-)がBigSeaWaterと呼ばれていたよ
うに､ 1akeとwateはしばしば同義語であった｡
祖母ノコミスは魔術師メジソグワン(パール･フェザー)を討伐するようハイアワサに告げる｡ハイ
ァヮサは愛用のカヌーを駆って酉-進む｡すると炎の大蛇キナピークがとぐろを巻き､炎の霧と煙を吐
いている｡ハイアワサは矢を放ち､それらの大蛇を仕留める｡続けてハイアワサは､どろどろとした暗
黒湖-と進んでゆく｡そこは腐ったイグサがよどんだ､陰気で不気味なところである｡ハイアワサは｢死
者たちの霊がともす明かり｣をたよりに進み､メジソグワンのもとにたどり着ぐと､ ｢日の出から日の
入りまで｣続く死闘を繰りひろげるoハイアワサの矢は残り三本になってしまったが､メジソグワンの
38 Longfellow,川The Song ofHiawatha,''p･ 149･
39 Moran, "Quotations for Illustrations ofHiawatha}'
40 Thomas Moran, "The Black Pitch Lake," 1875, wash drawing on paper, 35･6 X 44･5 cm･ Collection, Gilcrcase Muscum･ Tu)sa･
Oklahoma (0226.906) ,
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房毛の根元に矢を射ることによって､打ち倒すことに成功する｡41
すなわちこの作品は､魔術師メジソグワンのもと-向かうため､大蛇キナピークを倒したのち､暗黒
潮を抜けているときの場面であろう｡それは､大蛇との戦いや魔術師との死闘とはちがって､動きには
乏しい｡けれども､このどろりとよどんだ黒い水とそれを取り巻く重々しい空気が､大蛇との戦いとい
う最初の井関を越えたあとの不気味な静けさとしこれから魔術師との戦いに向かうという冷たい緊張感
とを象徴している｡ 『ハイアワサの歌』のなかでも､じつに印象的なシーンだ｡
なお､モーランは自筆メモのなかで､ ｢暗黒湖と死者たちの火｣という項目が見える｡42そこには原詩
からの引用が示されていないのだが､この項目がこのイラストになったと考えていいだろう｡
6枚目は､まさにイラストレーションにふさわしい作品だ｡ ｢狩をするハイアワサ｣と題された1875年
の単彩画である(図6)｡43光の当たった明るい岩肌の上で一頭の鹿があたりの気配を探っている｡画面手
図6　狩をするハイアワサ
前の森では､ひとりのインディアンが､巨大な古株のうしろで弓矢
をかまえて狙いを定めている｡周りには太い幹の樹木が立ちならぶ｡
朽ちて倒れた幹もある｡枝に広がる細かな葉の描写も赦密だ｡さら
に樹皮の質感や､それと対照的な岩の質感､そして日の当たった明
るい部分と木におおわれた暗い部分､それらの対照がじつに鮮烈な
印象を与える｡
この場面は､幼いハイアワサがはじめて鹿を射った場面であろう｡
それは第3歌｢ハイアワサの少年時代｣に描かれている｡成長したハ
イアワサは弓矢を与えられ､牡鹿を討つため森-向かう｡鳥やリス
たちが｢私たちを討たないで､ハイアワサ｣とうたっている｡ハイ
アワサは潅木に隠れて鹿をまつ｡すると｢二本の角｣が持ちあげら
れるのが見える｡ ｢ふたつの眼｣､ ｢ふたつの鼻孔｣が動くのが見える｡ハイアワサは片膝をついて狙い
を定める｡矢は命中し､首尾よく鹿を舞す.本イラストは､この緊張する初めての狩りのうち､もっと
も緊張する発射の直前を描いているのである.44
もちろんモーランの自筆メモにも､この部分の詩句が引用されている｡ ｢ハイアワサは矢を構えた/
ぁゝ､鳴りひびく決定的な一矢/スズメバチのごとくプ-ンとうなって鹿に刺さった｣ 045このように
4I Longfellow, uThe Song ofHiawatha," p l331
42 Moran, "Quotations for I)1ustrations of Hiawatha.''
43 Thomas Moraれ. "Hiawatha Hunting,,I 1875, wash drawlng Om paper, 43･8 X 31･8 cm, Collcction, Gilcrcase Museum, Tulsa,
Oklahoma (0226.907).
44 Longfellow, "The Song oflliawatha/'p･ 1211
45 Moran, "Quotalionsfor Illustrations of HiawathaJ'
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モーランが引用していた部分では､弓矢を構えた時間というよりもむしろ､矢が音を立てて飛び､見事
に命中したことがうたわれている｡けれども､じっさいにはモーランは矢が発射される直前の､手に汗
にざる時間を選んだ｡なお､この作品の鉛筆デッサンをギルクリース博物館の資料の中に発見すること
ができた｡それはきわめてラフなスケッチであるが､時が止まったような緊張感はすでに表れている046
7番目の単彩画は｢ハイアワサと大蛇｣と題する作品(1875)である(図7)｡47明け方か夕暮れ時である｡
図7　ハイアワサと大蛇
空の一部が明るい｡画面前景を占める湖面の一部がそ
の光を反射している｡上部の遠景には直立した絶壁の
岩山が誓え立つ｡かすんで見えるため､不気味ですら
ある｡薄暗い空も妖気をはらんで､その明暗がうごめ
いているようだ｡左側の一般のカヌーの上でハイアワ
サが両腕に弓矢を構え､右手の大蛇に狙いを定めてい
る｡まさに矢を放とうとしている瞬間だ｡大蛇は水し
ぶきを上げ､水面にその姿の一部を見せている｡しか
も､その胴体のうち二箇所が水面に現れているので､
大蛇の長い体長が伝わってくる｡右の岸を見ると､さらに数匹の蛇がハイアワサの方を見ている｡戦い
に加わろうとしているかのようだ｡
もはやこの作品が措いた場面は明らかである｡それは,第5の単彩画｢暗黒湖｣の直前の場面であっ
て､ハイアワサが大蛇キナピークと戦うところだ｡モーランは､第5の単彩画に続いて第9歌｢ハイアワ
サとパール･フェザー｣の一部を描いたのである｡なお､モーランの自筆メモには､ 7番目に､ ｢カヌー
の進路でとぐろを巻いていた膚玉の矢尻の矢をつかみ/大蛇どもにすばやく放った｣とある｡48
じつは､このイラストレーション制作の7年前､モーランは『ハイアワサと大蛇』 (1868)という油絵を
描いていたoさらに､その前年に制作した『ハイアワサ』 (1867)という油絵は､現在､所在不明である
が､モーラン自身のメモによると『ハイアワサと大蛇』のもととなった作品であった049いずれも､第9
歌｢ハイアワサとパール･フェザー｣のうち､大蛇と戦う部分を描いていた作品である｡上記の単彩画
46 Thomas Moran, "The Forest," n. d., pencil on paper, 25･l x 171i cm, CoIIection･ Gilcrcase MtJSeum･ Tulsa･ Oklahoma
(1316.556).
47　Thomas Moran, "Hiawadla aJldthe Serpentr l875, wash drawing on paper, 337 X 46･4 cm, Collection, Gilcreasc Museum･
Tulsa, Oklahoma (0226.908).
48 Longfellow,帥The Song ofHiawatha,''pp･ 132-331
49メモというのは､前掲のいわゆる｢作品リスト｣のことである｡ ThomasMoraJl,"OIdBookofLists."なお､ 『ハイア
ヮサと大蛇』は現在､ボルティモア美術館に所蔵されているが､ 『ハイアワサと大蛇キナピーク』と呼ばれている｡
奇妙なことに､しばしば1867年制作とされるが､モーランの｢作品リスト｣を鑑みれば､それは186S年制作とすべ
きである｡ 1867年の作品『ハイアワサ』は､すでに述べたように所在不明｡
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を合わせれば､同じ場面を描いた作品が少なくとも三種類制作されたことになる｡大蛇との戦いは『ハ
ィァヮサの歌』を代表する活劇であるから･モーランがしばしば括いたのも当然なのかもしれない｡け
れども暗黒湖の場面とは違って､原詩の中ではこの死闘場面の自然風景は具体的にうたわれていなかっ
た｡たとえば､モーランの単彩画では朝焼けか夕焼けを背景にしているようにみえるが､原詩の中では
時刻を特定できるような記述はないoモーランはむしろ暗黒湖の風景をそのまま引き継いで･大蛇との
戦いの場面に利用しているようだ0本作品は､暗黒湖の風景の魅力と戦闘の活劇の魅力とが二重に描か
れた作品といえるだろう｡
プリント
ところで､この単彩画に基づく版画を一点･発見することができた｡それは･作家･画家･外交官の
S･G･W･ベンジャミンが『美術雑誌』に寄せた記事｢パレットの開拓者､トーマス･モーラン｣ (1882)
のなかに掲載されていた図版｢キナピークのねぐら｣である｡50けれどもこの版画が､モーランの企図
したハイアワサ画集に収められる予定の一枚であったとはとうてい思われない｡なぜならば､まず･こ
の図版が小さいからである｡モーランがどの程度の大きさの画集を意図していたか不明だが､本雑誌の
図版はわずか竪12糎､横17糎ほどであり､このような版が画集に使われるとは考えにくい｡第二に､こ
の版はおそらく光学的に下絵を縮小転写して彫られた木版画であって､モーランが企図したエッチング
ではないからである｡51この図版｢キナピーク｣は､本雑誌のために彫りおこされた図版であろう｡
織目の単彩画は一転してのどかな風景だo ｢アオサギの鳴き声｣と題された水辺の風鮒875)である
(図8)｡ 52時刻は朝焼けか夕焼けのころであろう｡水平鮒近が明るい｡水面もその光によって明るく輝
図8　アオサギの鳴き声
いている｡空に薄くたなびいた雲も､おだやかな雰囲気
を作り出している｡水平線の右側には､木々のならぶ陸
)地がみえる｡左側の前景には､水草のはえた岸辺が広が
り､二羽のサギがいる｡左右非対称の構図が大胆だoサ
ギの-羽は飛び立ったところであるが､もう-羽は斜め
上を見あげていて､物悲しさをたたえているo
この単彩画が原詩のどの部分をあらわしたものか､見
極めることは軒しい｡シュー･シュー･ガ-というアオ
班"The Haunt of the Kenabeck,,I illustration to SI G･ W･ Benjamin･ "A Pioneer of the Palete: Thomas Moran,''MagLUjne ofArL
5 0;cbruary 1882): 93･この記事はイースト･ハンプトン国事館のア-カイヴ資料のなかに兄いだすことができた｡Thomas
Moran Papers 1 870-1940, Reel N-TM3, Smithsonian A血iyes of American Art･
51この木版画はやはり木口木版と考えられる｡時代的にはちょうど木口木版からライン･ブロックの時代に移るとこ
ろだが､ライン･ブロックはペン画を複製するために便利な技法であって･単彩画の下絵を継するためには従来の
木口木版を利用したと考えられる｡
52 Thomas Moran, "Sound of the Heron,,, 1875, wash drawIng on paper･ 32･ 1 x 4511 cm･ Collection, Gilcrease Museum･ Tuls礼
oklahoma (0226.909)･
44
ギッチ一･ガミ-の岸辺　-トーマス･モーランと『ハイアワサの歌』の風景-
イントE7ダクシgン
サギは､冒頭の序　詩をはじめ､何度も登場するからである｡けれども､その鳴き声がもっとも印
象的なのは､第5歌｢ハイアワサの断食｣であろう｡ハイアワサは村人の食糧を憂慮して断食をはじめ
る｡断食をしながら､何がいい食粗になるのか思案する｡四日目､トウモロコシの精､モンダミンが現
れ､続く四日間､毎日夕暮れまでこのモンダミンと格闘する｡そして最後の日､ようやくモンダミンを
たお
兎し､埋葬する｡すると､その場所からトウモロコシが育つ｡ハイアワサたちは､トウモロコシという､
文字どおりありがたい食糧を得たのである｡
この第5歌で､モンダミンと戦う四日の間､その日の戦いの終わりを告げるのが､アオサギの鳴き声
だった｡この単彩画は､そのアオサギを描いたものであろう｡アオサギの声は､空腹に苦しみながら戦
うハイアワサの苦悶の声であり､同時に､休息の時を告げる安堵の声でもあった｡なお､ド･フリース
の『シンボル･イメージ事典』によれば､サギにはさまざまなイメージがつきまとっているが､そのう
ち､生命の誕生･再生や､危険の克服などが､原詩のサギのイメージと重なると思われる｡53
モーランの自筆メモでは､その第4項に､ ｢そしてアオサギのシュー･シュー･ガ-/陰曹な沼地から
/苦痛と苦悶の鳴き声を出した｣と引用されている｡これは､ハイアワサがモンダミンを苑して埋葬し
たときの場面だ｡モーランは､ハイアワサとモンダミンの戦いを直接描出するのではなく､サギの鳴く
姿とそれをとりまく水辺の静かな夕景を描くことによって､ハイアワサの苦労とモンダミンの貢献を描
いたのである｡
1876年､ 1878年､および制作年不明の単彩画
轍目の単彩画はrクワシンドの死｣ (1876)と題された不思議な絵である(図9)｡54森の中を流れる川の
水面に､傾いたカヌーが一般､浮かんでいる｡それにはインディアンがひとり､やはり候いて座ってい
る｡今にも水中に落ちそうだ｡川の両岸は大きな岩からなり､木々の枝葉がのぞいている｡川の奥には､
さらに深い森がかすみながら続いている｡水面も静かであって､一見するとおだやかな場面であるが､
画面上部を横切る太枝の上に､小さな人影が数名みえる｡その多くが片手を振りあげ､何かしようとし
ているようだ｡
53 Ad de Vries, DictionaヴOfSymbols and lmagen!, revised ed. (Amsterdam: North-Holland Publishing Company, 1976), p･
251.
54　Thomas Moran, "Death of Kwasind," 1$76, wash drawlng On Paper, 32･4 X 4411 cm, Collection, GilcTeaSe Museum･ Tulsa･
Oklahoma 0226.91 0).
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図9　クワシンドの死
この単彩画は､タイトルから考えると､第18歌｢ク
ワシンドの死｣を措いたものだろう｡クワシンドとは､
楽師チビアボスとともにハイアワサの親友で､ものぐ
ごうりき
さだが強力の男である｡村人のためにその力を使うが､
顔妬ぶかい小人の妖精バク･ワジ-ズたちは､自分た
ちが蔑ろにされることを煉れ､クワシンド殺害をたく
らむ｡クワシンドの急所はその頭頂部で､そこを松笠
か縦笠で攻撃することが彼を宛す唯一の方法だった｡
小人たちは松笠と機笠を集め､川を下るクワシンドを木の上で待ちぶせる｡カヌーの上で眠っているク
ワシンドがバク･ワジ-ズの待ち受ける木の下を通るや､小人たちは松笠攻撃を行い､クワシンドは｢横
向きに川の中-落ちた｣｡カヌーは無人のまま川を下る｡55
本単彩画はこのような第18歌と照らしあわせれば､じつに興味ぶかい作品であるといえる｡たとえば､
木の上の人々が小さく描かれている理由がわかる｡しかもよく見ると､たしかにその右手に円錐状のも
のを持っている｡さらに､それらが投じられて空中を舞っている｡クワシンドの脳天には､ぱっくりと
裂け目がみえる｡もちろん､カヌーとクワシンドは傾いている｡このように物語を特徴づけている細部
が､この単彩画に描かれていた｡じつに雄弁な絵であるといえるだろう｡
図10　宵の明星の息子
なお､モーランの自筆メモには､第9として｢強き男クワシンドの
死｣という言葉が見える｡それ以上の詩句は引用されていないが､
この場面が当初から予定されていたことがわかる｡また､上で述べ
たように､モーランはすでに4年前､雑誌『オルダイン』に木口木版
画｢強き男クワシンド｣を寄せていた｡それは､第6歌｢ハイアワサ
の友だち｣のなかでクワシンドが､山道をふさいでいる倒れた巨木
を投げ飛ばそうとする場面だった｡56
次は1876年に制作された｢宵の明星の息子｣である(図10)｡57これ
もまた奇妙な光景だ｡激しく波が荒れる水面に険しい岩山が吃立し
ている｡その岩山の上で､数人が体をくねらせて踊り狂っている｡
なかには宙返りをしている者もいる｡前景から後景に続く大きな岩
55 Longfellow, "The Song ofHiawatha," p･ 156･
56 Thomas Moraれ, …Kwasind-the Strong Man," p. 109; Longfellow, ``The Song ofHiawatha," p･ 128･
57　Thomas Moran, "Son of the Evening St叫''1876, wash drawlng On paper, 43.8 X 31 ･8 cm, Collection, Gilcrease Museum,
Tulsa, Oklahoma (0226.91 I ).
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やそれに按する白波を立てた水面がもたらす危険な気配とは対照的に､岩山の上で陽気な舞が踊られて
いるのである｡
タイトルをヒントにすれば､これは第12歌｢宵の明星の息子｣を措いたものである｡この第12歌は､
宵の明星の息子オッセオの物語だ｡年老いて醜いオッセオが若くて美しい娘オウイ-ニーと結婚する｡
彼女の九人の姉妹たちは､みな若い戦士に嫁いでいた｡ある宵のこと､オッセオは姉妹夫婦たちに噸笑
されるが､空洞の木のなか-逃げこむと､若くてたくましい男に変身する｡けれども同時に､妻オウイ
-ニーは老女に変身してしまう｡オッセオ夫妻はふたたび噸笑されるが､たちまち一族全員が不思議な
力によって宵の明星-と連れていかれてしまう｡そして妻オウイ-ニーは若く美しい女性に戻り､姉妹
夫婦たちは鳥の姿にされる｡時がたち､オッセオ夫婦の息子がその鳥の-羽に矢を放つと､その血によ
って魔法が解け､みな地上-戻ることができる｡鳥たちも人間に戻るが､それは人間といっても小人だ
った｡彼らは､宵の明星が輝くころ､岩場の岬で｢手に手をとっていっしょに踊っている｣｡58
すなわち､この単彩画は､人間に戻ることはできたものの､小人の姿にされてしまった姉妹夫婦が夕
方､岩の上で踊っている場面なのである｡彼女たちは愚かなため､みずからに下された天罰を理解して
いない｡そのおめでたい鈍さが､小人たちをとりまく広漠たる風景によって象徴的に描かれている｡本
作品が小人たちそのものを直接措こうとした作品ではないことがわかるだろう｡なお､モーランの自筆
メモにも､第12歌のこの部分の詩句が引用されている｡59
11枚目の単彩画はr軽やかに平原を歩いて｣ (1876)である(図11)｡60
ひとりの女性が片肘にあごを乗せて水辺にすわっている｡感傷的な
思いにふけっているようだ｡女性の目や眉､鼻､唇もていねいに措
かれている｡長い髪の毛か被り物が､頭から背中､腰まで垂れてい
る｡スカート状の長い穿きもののひだも細密だ｡ここは森の中を流
れる小川のほとりであろうか｡女性の背後には木々が続いている｡
それらの木々の明暗が画面の奥行きを作りだすことに成功している｡
.よくみると､女性の右斜め上方にうっすらと人影らしきものが見え
図11軽やかに平原を歩いて
る｡手を大きく振り上げ､片足を後ろに跳ね上げている姿だ｡
タイトルの喝やかに平原を歩いて｣という句は､第3歌｢ハイ
アワサの少年時代｣に現れる句だ｡月から落ちてきたノコミスが娘
58 Longfellow, uThe Song ofHiawatha," p･ 142･
59 Tbid.
60 Thomas Moran, "Wdking Lightly Over the Prairie," 1876, wash drawing on paper, 43･8 X 3118 cm Collection, Gilcrease
Museum, Tulsa, Oklahoma (0226.91 2).
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ウイノナを産む｡ウイノナは成長して｢草原のユリ｣のように美しくなる｡母は､西風マジュキーウイ
スに注意するよう､しばしば警告した｡しかし娘は聞きいれない｡ある夕方､マジュキーウイスがやっ
てくる､草原の上を軽やかに歩いて｡そしてユリのあいだで横になっているウイノナを兄いだす｡男は
甘い青葉でかどわし､やさしい愛撫でそそのかす｡そしてハイアワサをみごもらせるのである｡61
すなわち､この単彩画は､ウイノナのところ-マジュキーウイスが背後から近寄っている場面である｡
背後にみえる人影はマジュキーウイスであって､ ｢軽やかに｣歩みよるので､腕や足があがっているの
だ｡たしかに､ウイノナがいるのは､ユリのあいだではない｡ (ただし､手前の岸辺にユリらしき花が
みえる｡)そこに寝そべっているわけでもない｡けれども､森の中で小川のせせらぎを見ながら､乙女
らしい物思いにふけっている姿は､十分魅力的だ｡
多くのモーランの作品と違って､この単彩画は女性が中心的主題になっているので､きわめて大衆的
にみえるかもしれない｡けれども､たとえば背後の森は､その奥行きがたくみに措かれている｡その結
果､そこ-通じる小道が､考えごとをしながらウイノナが歩いてきた距離と､そして､これから始まる
新しい生活の道のりとを象徴しているかのようだ｡なお､モーランの自筆メモには､このイラストが踏
まえている引用句が記されていない｡メモ執筆時点では制作が予定されていなかったようだ｡
･T 1-　←■}■-
図12　白い顔の到来
12枚目の単彩画は1878年に制作された作品で､ ｢白
い顔の到来｣と題されている(図12)｡62上述したスウイ
-ニーがかつて紹介した作品だ｡なだらかな弧を措い
た湖の岸辺である｡遠くにはけわしい岩山が水墨画の
ようにかすんで見える｡洞窟がある岩もあるので､こ
如　こは彩色岩であって､洞窟はいわゆるグレイト･ケイ
ヴであろう｡岸では多くの人々が湖面を見守り､その
水際では､ふたりのインディアンが手を上げている｡
それらの視線の先には､小船に乗った3人の人影が見え
る｡時刻は夕方か早朝であろうか｡低い空が明るい｡なお､画面手前には岩にもたれて立っている一人
の男が同じく湖面を見つめている｡
もちろんこの作品は第22歌｢ハイアワサの旅立ち｣にもとづいている｡第21歌｢白人の足跡｣のなか
でハイアワサは白い顔をした人々が｢翼のついた大きなカヌー｣に乗ってやってくるのを幻の中でみた
61 Longfellow, "The Song ofHiawatha," p･ 119･
62　ThomzLS Moran, u¶le Coming of Paleface,''1878, wash drawing on paper, 43･2 X 56･2 cm, Collection, Gilcrcasc Mu丘eum,
Tulsa, Oklahoma (0226.913).
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ことがあり､ ｢しからば歓迎しよう･よそ者を/友や兄弟と呼ぼう､よそ者を｣と鋭いていた｡つづく
第22歌になると､夏の臥ギッチ一･ガミ-のほとりでハイアワサたちが彼らを待っているoハイアワ
サは｢歓迎のために(両手を)高く持ち上げ｣る｡そしてカヌーに乗った｢白い顔をした､黒服の首長｣
ど-ス
にいう､ ｢私たちの村はあなたたちを心安らかにお迎えする｣｡63
この単彩画臥上陸する白人聖職者を迎える場面だ｡水際に立っている二人のうちひとりがハイアワ
サであろう｡たしかに手をあげているo水面も鏡のように静かだ｡不吉にうごめく雲もみえない｡原詩
と同じように､軍人や開拓者ではなく､聖職者が小さな船で訪れるところもたしかに平和的だ｡
興味ぶかいのは､紺にひとりたたずむインディアンである｡白人の到来をこころよく思わない村人
なのだろうか｡あるいは､見張り役の歩哨であろうか｡槍を持っているものの･勇ましい戦闘的な気配
はない｡その視線は､白人たちの小船よりもさらに沖-向けられているようにも見える｡これは･キリ
スト教の普及やハイアワサの出立という､新しい時代の到来を直感した人物なのではあるまいか｡
聖職者の視点に立ってみれば､彩色岩をはじめとしたこの地域の風景をはじめて目撃したことになる｡
ハイアワサたちが､親しんできた風景がいま白人に共有されようとしているのである｡モーランが鮒
に彩色岩を配したのは､そのような景観も白人に引き継がれることを示唆しているようだ｡
なお､モーランの自筆メモには10番目の項目として｢白い顔の到来｣という句がみえる｡糾また､ 5年
前のlS73年に『オルダイン』誌-寄せていた木版画rグレイトケイヴ｣ (1873)は､地理の紹介のため
の図版であって､ 『ハイアワサの歌』のイラストではないものの､カヌーを迎えいれる岸辺の人々がみ
ぇるので､この単彩画と同じ場面を措いていると考えられる｡つまりここでもまた白人の到来とグレイ
ト･ケイヴとを結び付けられていたのである｡原詩に
記述はないが､モーランは｢白い顔｣がグレイト･ケ
ィヴ近辺に上陸したと考えていたようだ｡65 -
13枚目の単彩画は､ ｢天から道を焦がして｣と題され
甥ている187時の作品である(図13)｡66非常に分かりにく
図13　天から道を焦がして
い絵だ｡湖面がかすんでいる○水平線もぼやけていて
確認できない｡画面中央に細長い形状のものがあり･
ヵヌーのようにもみえるが､仔細に見ると岸の一部の
6, Longfellow, `･The Song ofHiawadla･" pp. 161, 162･ 163･
64 Moran, ･･Quotations for Illustrations of Hiawath&."
65 Thomas Moran, "The Great Cayc," TheAldme 6 (1873): 15･
紡Thomas Moran, ･･Bumed His Way alongthe Heavens:I 1878･ wash drawing on papc-7 I 45･7 cm･ Collection･ Gilcrease
Museum, Tulsa, Oklahoma (0226･914)A
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ようだ｡画面右上の空は､雲が重なって濃淡を見せている｡右下には-羽の水鳥が飛んでいる｡
タイトルをたよりに原詩と照らし合わせてみると､ ｢天の道を焦がして｣という句は､第9歌｢ハイア
ワサとパール･フェザー｣の冒頭に使われている｡祖母ノコミスが､西方に住む魔術師メジソグワン(パ
ール･フェザー)を討伐するよう､西を指さしてハイアワサ-告げる場面だ｡いまギッチ一･ガミ-の
西空は夕焼けで燃えている｡ ｢荒々しく赤い太陽が沈んでいた/天の道を焦がして/背後の空に火を放
っていた｣｡魔術師メジソグワンは､そのような西方で､火を吐く大蛇と暗黒の湖に守られて住んでい
た｡ハイアワサは弓矢をとり､カヌーを駆る｡つまり､この夕焼けは､悪の権化そのものの象徴として
の夕焼けだった｡67けれども､この単彩画では､まずハイアワサやそのカヌーが確諏できない｡空が明
るく燃えていることは明らかだが､ ｢天の道｣も示されていない｡波も静かで､停猛な気配はない｡単
彩画では落日の赤光を描くことは難しいのだろうか｡
じつはモーランは､同じ場面を油絵に措いていた｡それは､この3年前に制作された『荒々しく赤い
太陽が沈んで』(1875)である｡68すなわち､ちょうどこの単彩画シリーズを書き始めたころの油絵である｡
圧倒的な迫力があり､モーランの代表作のひとつに数えてもいい｡画面のずいぶん左側､ほぼ左六分の
-の位置に太陽が沈もうとしている｡その構図がおもしろい.落日が描く道も印象的だ｡それは太陽か
らまっすぐ上空-伸びた光の帯であるが､それだけではない｡光の帯は､太陽から湖面に反射して､ま
っすぐ下-も降りている｡すなわち画面左六分の-の位置を光の帯が縦断しているのである｡しかも､
太陽に刺戟されたかのように波がうねっている｡そのうえ､隆起した波の側面に光が当たって輝いてい
る｡上空で赤く染まった雲と､黒い雲がつくるまだら模様も迫力がある｡遠くの岩山も不気味だo
同主題をすでに油絵で描いていたのだから､この主題は手なれたもののはずだ｡油絵の構図などをその
まま単彩画に利用することも可能だったにちがいない｡モーランは単彩画を描きながら､おそらく油絵に
匹敵する勢いを表現できないと痛感したのではないだろうか｡そのため､この単彩画はわかりにくい状態
のまま放棄されたようになっているのではないだろうか｡そう考えれば､主題とふつりあいなほど不分明
なこの作品が理解できると思われる｡なお､モーランの自筆メモにはこの作品と思われる言及はない｡
14枚目と15枚日の単彩画も未完成の作品に思われる｡ともに制作年代が不明であり､モーランの署名
も見えない.前者は傾立ち｣､後者は｢狩からの帰還｣と題されている(図14､図15)｡69
67 Longfellow, uThe Song ofHiawatha," p･ 132･
68この油絵は現在､ノース･キヤロライナ美術館に収蔵されているが､たとえば､Nancy KAndersom, ed., ThomasMwan
(washington: National GalleryofATt 1997), p. 103などに複製されている.大きさは竪84.8糎､横127.2糎である.単彩
画よりも約7倍大きい｡
69 Thomas Moran, …The DepaTtuTe," n. d･, wash drawing on paper, 47･6 X 34･9 cm, Collection, Gilcrcase Museum, Tulsa,
Oklahoma (0226.915); aJld Thomas Moran, "The Retum Bomthe Hunt," n. d., wash drawing on paper, 49･5 X 343 cTn,
Collection, Gi)crease Museum, Tulsa, Oklahoma (0226.9 1 6).
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図14　旅立ち
i′軸
T
I
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ヽ ■lミ
図15　狩からの帰還
前者には奥行きのある木立が描かれている｡左上の木々は濃淡ゆたかに彩色されているが､画面の下
半分はほとんど白く残されている｡けれども､その白い部分をよくみると､かすかながら､小さく薄く
措かれた人々の姿を確認できる｡そして､その人々と向き合っているのが､旅立とうとしている人物で
あろう｡出発のあいさつをしているようだ｡
原詩の中にうたわれた｢旅立ち｣といえば､物語の最後でハイアワサが村人を残して酉-と消える
場面がもっとも印象的だ｡それはカヌーに乗ってギッチ一･ガミ-の水辺を出発する場面だった｡そ
こでこのイラストをよくみると､旅立つ男の傍らにかすかながらカヌーの下書きがみえる｡やはり､
これは第22歌｢ハイアワサの旅立ち｣の場面を描いた作品だったのである｡
ハイアワサの旅立ちを描いた絵画としては､アルバート･ビアスタットの油絵(1868)が有名だ｡これ
は､ロングフェロー自身に献呈するために制作された作品で､夕焼けを映した広い湖面に､ハイアワサ
が乗ったカヌーが小さく措かれている｡手前の岸辺には多くの人々が集まり､遠くのカヌーに向かって
手を振っている｡このビアスタット作品と比べると､モーランの単彩画は､湖面もせまく､集まってい
る人々も少ない｡けれども､その分､ハイアワサとの親近感やその近しいハイアワサの出発を惜しむ情
感が表れているといえるだろう｡さらに岸辺のすぐに背後に続く深い森が､これまでハイアワサや村人
たちを育んできた世界を象徴しているようだ｡
15枚目の｢狩からの帰還｣も､画面右半分にうっすらと木立が措かれているのみで､未完成の作品で
あろう｡署名もみえない｡タイトルから推理すると､第19歌｢亡霊｣の冒頭の風景だ｡雪に覆われた冬､
祖母ノコミスと妻ミネハハはハイアワサの帰りを待っている｡そこに二人の女性が現れ座りこむ｡ハイ
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アワサが狩から帰ってくると､客たちは感謝もせずに獲物の肉を食らう｡ハイアワサたちは寛大に見ま
もる｡そのような日が続くと､ある夜､客たちは､自分たちが死者の世界からきた亡霊であって､ハイ
アワサを試しにきたと告げる｡そしてハイアワサの忍耐を称えて去ってゆく｡そこで再び単彩画をみる
と､かすかながら木々の下に円錐状の小屋が見える｡さらに大きな獲物を背負いながら帰ってくるハイ
アワサの姿もうっすら描かれている｡けれども､ ]まとんどの部分があまりに淡い彩色であり､完成には
ほど遠い作品というべきであろう｡なお､自筆メモには14枚目と15枚目と思われる引用は記されていな
い｡これも､メモ執筆後に発案したもののようだ｡
16枚目の作品は､制作年代不明の｢ミネハハの死｣という単彩画である(図16)｡70画面前景が未完成で
あるが､主題は明らかだ｡画面中央で息たえているのが妻ミネハハ｡その左には､悲嘆にくれるハイア
囲16　ミネハハの死
ワサが片肘にあごを載せている｡右手前には､祖母ノ
コミスがうつむいて苦悶している｡これは､タイトル
を待つまでもなく､第20歌｢飢催｣のなかでミネハハ
が息を引き取る場面だ｡例年にないきびしい冬､獲物
が見あたらず､狩もできない｡ハイアワサたちは飢餓
の悪魔にさいなまれる｡妻ミネハハはさらに熱病の悪
魔にも襲われる｡森の中でミネハハのうめき声を聞い
たハイアワサは急いで戻るが､すでに妻は息を引きと
っていた｡悲しみに沈んだ夫は｢両手で顔をおおい｣､
七日間､妻の足元にしゃがみこむ｡71
ハイアワサの表情が細掛こ措かれている｡とくにミネハハを荘然と見つめるうつろな目が印象的だ｡
ミネハハの髪の毛も一本一本､細かく措かれていて驚かされる｡寝台の脇には薪がくべられていて､そ
こから立ち上る煙は妖気となって部屋一体にただよっている｡ミネハハの体が宙に浮いているように見
えることも興味ぶかい｡この単彩画が未完成であることが惜しまれる｡なお､モーランの自筆メモには､
この部分の引用はない｡
ここでフランスの画家ジロデニトリオゾンの油絵『アクラの埋葬』 (1808)との類似性を指摘しておこ
う｡これは､フランスのロマン主義作家シャトーブリアンによるインディアン女性の悲恋の物語『アタ
ラ』 (1801)に基づく油絵で､毒をあおって命を落としたアタラを埋葬しようとしている場面を措いてい
70　Thomas MoraJl, "DeathofMimehahaJ'n. d., wash drawing on paper, 39.1 x 50.8 cm, Collection, Gilcrease Musetlm, Tulsa,
Oklahoma (0226.9 1 7).
71 Longfellow,粥The Song ofHiawatha," p･ 159･
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る｡72この油絵と単彩画｢ミネハハの死｣には共通点
が多い｡たとえば､絶命して横たわるアクラは単彩画
のミネハハ､アクラの足にすがる恋人シヤクタスはミ
ネハハの足元で打ち沈むハイアワサ､そしてアタラを
運ぼうとする神父オブリーはミネハハの枕元で悲嘆に
司
:ま　くれる祖母ノコミス､にそれぞれ対応している｡そし
て､もちろんいずれもインディアンの物語という共通
図17　ハイアワサとその家路　　　　性がある｡ (ただし､アクラは混血でクリスチャン｡)
けれども､モーランがジロデの影響を受けたかどうかは大きな問題ではない｡問題はむしろ両者にど
のような相違があるかであろう｡ジロデの油絵臥新しいロマン主義的な悲哀の発蕗がみられるものの､
同時に､前世紀の新古典主義を思わせる端正で精倖な人物像になっていた｡前景のシャベルや室外に見
ぇる基地もすべて予定調和的である｡しかるに､モーランの単彩画で臥悲しみを象徴する妖気が小屋
の内部に漂い､もはや小屋の中ではなく､異界にいるかのようだ｡ミネハハも死の床からわずかに浮か
び上がっていて､不可思議な力によってどこかに連れ去られようとしているかにみえる｡その意味では､
｢ミネハハの死｣の方が､感情が自由な形であふれ出ていているところに特徴があるといえるだろう｡
最後の単彩画は､ ｢ハイアワサとその家軌と題された187時の作品である(図17)｡73この作品がどの
ような場面を描いたものであるかは明らかだ.これは､第10歌｢ハイアワサの求軌のなかで､ダコタ族
の娘ミネハハに求婚したハイアワサが､自分の住むオジプウェイ族の村まで彼女を連れ帰るところであ
る｡ ｢手に手をとって二人は進んだ/森の中を草地の中を/･･-ノ楽しかりしや家路の旅は｣｡74これは
クロモリソグヲフ
すでにカリア一･アンド･アイヴズの多色石版画にもなっていて･人々に親しまれていた場面だった｡75
ふかい奥行きと慮いコントラストがあざやかな立体感を生んでいる作品だ｡近景の岩のごつごつとし
た形とその表面の冷たい質感や､画面左手の木々の樹皮とその細かな枝葉が､それぞれの存在感を発揮
している｡さらに､それらが暗い森の一部として描かれているのに対し･男女が歩いている小道の空間
は日光が射し､照り掛､ている｡まるで太陽が二人の結婚を祝福しているかのようだ｡その結果･手触
72 『アクラの埋葬』に関しては､たとえばDayid M. Lubin, P･'cLwinga Nation Pew Haven: Yde UAiycrsityPrcss･ 1994), ppl
31-32などを参照｡
73　Thomas Moran, "Hiawathaand the Joumey Homeward," 1878, wash drawing on paper, 40･6 X 49･5 cm･ Collection･
Gilc.ease Museum, Tulsa, Oklahoma(0226･932).=の作品のカタログ番号は･これまでの作品と連番になっていない｡か
ってギルクリース博物館がモーラン作品を整理したとき､本作晶が『ハイアワサの歌』をめぐる連作の一枚であると
気づかなかったようだ｡
74 Longfellow, "The Song ofHiawathaJ'p･ 136･
75 currier & lves, "Hiawadla,s WcddingJ･ 1858, in The Gnat Book of Cu-er & Ives ･America･ cd･ WdtonL Rawls Pew York:
Abbeyillc PTCSS, 1979), p. 210.
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りが伝わるような存在感のあふれた近景とは対照的に､二人の空間はおとぎ話の世界のように措かれて
いる｡もちろん､顔を寄せ合って歩く姿も､甘いおとぎ話の世界を想起させる｡そのような二つの対照
的な世界が同時に描かれていて､風景画家としての力が発揮されているだけでなく､同時に､原詩の物
語世界を再現することにも成功している｡なお､自筆メモにはこの作品の引用は見られない｡
お　わ　り　に
ここで17枚の単彩画を､それがふまえるテクストの順に並べかえて整理しておこう｡
テ~クスト ??ｨ枌?ｧ作年 ?ｨ5?ﾘ4?B?ｩ筆 メモ 亊i?ﾞﾉV?
第1歌｢平和のパイプJ ?ﾓ?kﾘ,ﾈ睆H6?84??J2?875 ?##b纉?? ?
第3歌｢ハイアワサの少年時代｣ ?ﾓ*(ﾈ??yx???ﾘ5(7???875 ?##b纉???図11｢軽やかに平原を歩いて｣ ?ピb 226.912 ? 
図6｢狩をするハイアワサ｣ ?ピR?226.907 ??fッサン(n.也.) 
第5歌｢ハイアワサの断食｣ ?ﾓ?4??H4ﾘ,ﾉl(*ｹ?2?875 ?##b纉?? ?
第9歌｢ハイアワサとパール. フェザー｣ ?ﾓ?)5h*?y;??X*ｨ+X,J2?878 ?##b纉??冩ｸ､r?ピR?
図7rハイアワサと大蛇｣ ?ピR?226.908 途?fッサン(n.d.) 油絵(l867;1868)､ 『美術雑蓉』(1882) 
図5｢暗黒湖｣ ?ピR?226.906 免ﾂ?絈G(1869) 
第10歌｢ハイアワサの求婚｣ ?ﾓ?(6?84??H,h+ｸ,ﾈ彿т｢?878 ?##b纉3"? ?
第12歌｢宵の明星の息子｣ ?ﾓ?(甯,ﾉk??ﾉ??｢?876 ?##b纉?? ?
第15歌｢ハイアワサの哀歌｣ ?ﾓJ(6?(4?ｸ5?ﾈ?2?875 ?##b纉?? ?
第17歌｢ポー.バツ.キーウイ ス狩り｣ ?ﾓ7(7ﾈ???2?ﾈ?4X485?ﾈ?｢?875 ?##b纉?? ?x4?ｸ4?898??ピ2?
第18歌｢クワシンドの死J ?ﾓ?4??h986?ﾈ?2?876 ?##b纉?? ?x4?ｸ4?898??Cs"?
第19歌｢亡霊｣ ?ﾓ?(鋕*?x,ﾈｴ???.d. ?##b纉???
第20歌｢飢催｣ ?ﾓ?(7?ﾈ6??ﾈ?2?d. ?##b纉???
第22歌｢ハイアワサの旅立ち｣ ?ﾓ?)I(*(ｮx,ﾉ9騙??878 ?##b纉??0 ?x4?ｸ4?898??ピ2?
図14｢旅立ち｣ 蒙B?0226.915 ? 
これらのモーランの連作をどのように評価すべきだろうか｡それらは､もちろん小さい作品だ｡上で
54
ギッチ一･ガミ-の岸辺　-トーマス.モーランと『ハイアワサの歌』の風景一
紹介した､連邦政府に買い上げられた二作品は､ともに竪213.4糎､横365.8糎という､まさにパノラマ
的大画面になっていた｡それらに比べれば､これらのイラストレーションは､数十分の-程度の小品で
あって､ほんの手すさびの仕事にみえる｡当然ながら､重厚で多彩な油絵具も使われていない｡しかも､
それらは版画の下絵を意図したものであって､それ自体独立した作品とはみなせない段階かもしれない｡
研究者たちがこれまで詳しく論じることがなかったのも､そのような理由からだろう｡
けれども､意義ぶかい点をいくつか指摘することができる｡まず､作品そのものの魅力だ｡たしかに
モノクロームの絵画というのは､単彩画にしても､グリザイユにしても､立体感を出しやすい画法であ
る｡しかしそれでもこれらのモーラン作品の立体感､奥行感がきわだっているといわざるをえない｡現
在の8号(P8)程度の平面に､近景から遠景まで突きぬけるような遠近感が再現されている｡その立体感
があるからこそ､広大な空間が小さな紙面に圧縮されても前後左右の広がりを感じさせるのだろう｡
また､これらの単彩画はモーランが長いあいだ『ハイアワサの歌』と関わってきたことを示している｡
すでに述べたように､ 1860年にスペリオル湖南岸を旅したときから､油絵の『ハイアワサと大蛇』 (1868)
スビリット
や『インディアンの悪鬼』 (1869)を-て､ 1872年から翌年にかけての美術誌『オルダイン』 -のイラス
トの寄稿､さらに本稿で論じた単彩画シリーズ(1875-78)､そして本稿では紹介できなかった『イラスト
版-ンリー･ワズワース･ロングフェロー詩集』の挿絵(1879)にいたるまで､少なくとも29年間､関わ
ってきたことになる｡しかも､その間､モーランはイエローストーンやグランド･キヤニオンという､
自他ともにモーランの代表と認められる大きな主題を発見していたのである｡それにもかかわらず､モ
ーランはハイアワサに何度も帰ってきた｡モーランにとってハイアワサが大きな主題だったことは疑い
の余地がない｡
さらに､名実ともに本格的画家として成功していたモーランが､イラストレーションという､一般向
けといっていい仕事に精を出したことも興味ぶかい｡76かつてローレンス･レヴインは､ 19世紀中期ま
でアメリカには芸術と大衆文化との差異がないに等しかったと論じたが､モーランはそのようなアメリ
カの最後の世代に当たるのではないだろうか.77いや､そもそもロングフェロー自身が､そのような時
代を体現していた詩人だったoモーランは詩人よりも30歳わかい｡ちょうど世代がひとつ異なる｡けれ
ども､二人にはそのような共通点があったのである｡
共通点といえば､モーランがこのような一般向け坤という事業を企てたビジネスマン的感覚も､ロ
ングフェローに共通する感覚といえるだろう｡一点しか存在しない絵画を政府や富豪に売るのではなく､
76なお､モーランには､その他､ロングフェローの『自在鈎をつるす』 (1874)や上記『イラスト版-ンリー･ワズワ
ース･ロングフェロー詩集』などに寄せた､木口木版のイラストがある｡それらについては､別の機会に論じたい｡
77 Lawrence W Lcvine, Highbrow/Lowbr10W ( 1981; Cambridge: HaJVard University Press, 1990)･
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版画集という形でほぼ同じものを多数売りさばこうとしたのである｡それはちょうど､ロングフェロー
が高価で豪華なイラスト版詩集から､安価で小さなコレクションまで､多様な形で出版したことと相通
じるところがある｡モーランが第三者の出版社に委ねず､みずから刊行しようとしたことも､ロングフ
ェローが必ず活版を買いとり､出版社にそれを貸す形にしていたことと似ているといえるだろう｡
それではモーランは『ハイアワサの歌』の何にふっとも惹かれたのだろうか｡それは少なくともイン
ディアンの生活や文化ではなかった｡フレデリック･レミントンのイラストレーションと対比させれば
明らかである｡カウボーイなどアメリカ西部の生活や風物を措いたことで知られる画家･彫刻家のレミ
ントンは､ 1890年､ 『ハイアワサの歌』に計387点のイラストを添えたが､それらはインディアンの頭
アーテイフアクト
飾りやパイプなど､まるで人類学の図鑑を思わせるような文　物であった｡主要な場面を描いたグラ
ヴィア印刷の図版にも､たくましい野生的なインディアンの姿が大きく描かれていた｡78レミントンは､
｢消えゆぐ種族｣としてのインディアンとその生活や文化に興味を抱いたのである｡
しかるにモーランはちがう｡モーランはハイアワサたちが生活するギッチ一･ガミ- (スペリオル湖)
の岸辺の風景やそれを取りまく深い森という､作品の舞台に興味があった｡インディアンの生活文化な
ど､まったく眼中になかった｡悪妻などの超自然的な物語にも惹かれていたが､それ以上に､それらの
超自然的存在が生息する自然の景観に関心があったのである｡それらの超自然的存在が自然の景観とい
わば一体になっているように考えていたのである｡そして､そこにアメリカの風景の特徴のひとつを兄
いだしていたのである｡
かつて論じたように､ 『ハイアワサの歌』はインディアンの伝説とアメリカ白人の歴史を連結するこ
とによって､アメリカ国民の叙事詩として機能するようになっていた｡そこに最大の特徴があった｡し
かし､モーランの場合､ 『ハイアワサの歌』はブメリカ国民の叙事詩というより､アメリカの風景の叙
事詩であったようだ｡アメリカ国民の起源ではなく､アメリカという国土､アメリカの自然の起源の物
語であったようだ｡たしかにそれは風景画家モーランだからこそ可能だった解釈なのかもしれない｡し
かしアメリカ文化史のなかで『ハイアワサの歌』が果たした役割を考えるとき､少なくともモーランに
とって『ハイアワサの歌』が風景の叙事詩になっていたという事実は､重要な示唆になるだろう｡
73 HenJy Wadsworth Longfellow, The Song ofmLnyaLha. illustrated by Frederick Remington (1 890; New York: BountyB00ks,
1968).
(付記)本研究は平成21年度科学研究井補助金の援助によって実現した｡またモーラン作品は米国オクラホマ州タルサ
のギルクリース博物館から複製の許可を得ることができた｡ここに記して感酎する｡
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